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服飾史 ・服飾美学部会

部会長 横 川 公 子

　当部会は ，1991年 の 発足か ら 18 年，2009年度に は

19年目を迎 える．最近 は 10周年企 画を受け，20周年

企 画として 当該分野の 「関連論文要旨集」第 2 巻刊行

に 向け て 取 り組 み 中 であ り，成果 が 問 わ れ る 年月 を重

ね た とい えよ う，

　 こ の 間，服飾史 ・服飾美学領域 の 多岐に 亘 る 調査研

究情報 を集約 して 発信 し，基本 的な研究方法 や研究事

例報告 に よ る会員の ため の勉強会お よび研究成果を公

開する 研 究会を企 画 ・実施する な ど
，

こ の 領域 全般の

研 究活性 の 推進 を目指 して きた．但 し当領域 の 調査研

究 は ，文 化学 般 に 言 え る こ とで は あ るが，精緻 な資

料踏査や フ ィール ド調査 ・実物資料の 情報化 に もとつ

く浩瀚 な知識を拠 りど こ ろ とする な ど，長期に わた る

研 究の 継続 が 求め ら れ る ．また 実用の 学と し て の 衣服

研究の 流れ の なか で，当領域へ の 関心が格段 に増加す

る と い うこ と に もな らず，設立当初 と 同様，日本家政

学会に お い て は少数派に属する こ と に変わ りは ない ．

部会創設当初 の 正会員 60 名が ，や が て 100名前後に

増加 し，ほぼそ の規模で推移 して きた．が最近は，若

い 研究者 の 増加は緩慢で あ り， 一方，会員 の 高齢化に

伴 っ て ，会員数 は 減少の 傾 向にあ る ．

　 しか し部会発足当初 に 較 べ る と，グ ロ
ーバ ル 化 とい っ

て もよい 領域 の 拡 大と研究視座 の 広が りが認め られ る ．

社会学や文化人類 学の ような領域 に おけ る服装へ の注

目 は増加 し て い る よ うで あ る ．服 装 史 ・
服飾美学研究

に お い て も，日本 と西洋を中心と し た，し か もそ れ 自

体，美術品で ある服飾や文芸 ・芸術作品の 中の 服飾へ

の 関心 か ら，世界 の 広範 な地域 の 民族 ・民俗服 飾，日

常 の 服装 か ら舞 台衣裳，ある い はジ ェ ン ダ
ー

の 視点か

らの 探 求 や フ ァ ッ シ ョ ン 動 向の 社会調査 な ど，関心 の

広が りが見 られ る．

　以
一
ドで は，当部会の 取 り組み の 枠組み に した が っ て ，

成果 の
一

端を概括 して お きた い ．

　 1．部会の 事業

　当部会 の 目的遂 行の ため に，次の よ うな事業計画 を

実施 して い る ．

　  年次総会 の 開催

　  各種研 究会 の 開催

　  部会報の 発行

  関連論文情報 の 収集と同要 旨集の 発行

　  共同研究の推進

　  日本家政学会大会 へ の 企画 参加

　2．部会の 運営

　部会は，会員の 互選に よ り選出され た委員 に よっ て

運営されて い る ，部会長 1名，副部会長 2 名，会計 2

名，企画 ・編集な どの 事業担 当委員 10名余 り，庶務 ，

幹事が適宜任命 され て い るほか，監査 2 名 をお願 い し

て い る，部会長は ，初代菅原珠子氏 （学習院女子短大），

2代相川佳予 子 氏 （奈 良女子大学），3代鷹司 綸子 氏

（和洋女子大学），4代増 田美子氏 （学習院女子大学）

が 選任さ れ ，現在は 5 代横川 公子 （武庫川女子大学）

が引 き継い で い る ．

　3．事業の 内容

　（1） 総会 の 開催

　毎年 ，家政学 会大 会 また は 部 会研 究会に 日時 を合 せ ，

開催 して い る．事業報告 ・事業計画，予算 ・決算，監

査の報告をす る と同時に ，会員か らの 希望や提案を受

け，部会運営 の 意見交換 を して い る．

　  　研究会 の 開催

　「服 飾史研 究 に お け る資料検 討法」 お よ び 「服 飾 史

研究 の ため の 事例報告 」 の 2 つ を継続 テ ーマ として 部

会の 内外に講師を求め，年 2 回の研究会を実施 し て い

る ，こ の ほ か，当分野 の 卒業生 の 活躍を紹介する 「実

践現場 の経験と提言」 を 2 回，さ ら に 「国際交流 を フ ァ ッ

シ ョ ン か ら考 える」 とい うテ
ー

マ で ，研究成果公開研

究会を4 回，2 年に わた っ て 実施 した．こ こ で は継続

テ
ー

マ と公 開研究会に つ い て 紹介 し て お きた い ，

　 まず継続テ ーマ に つ い て ，1998年以降 2007年度 ま

で の 題 目 と講師陣を実施順 に 紹介する ．

【服飾史にお け る資料検討法 （12件）】
・
小 人島の 話

一
明治期イ ソ ッ プ物語 の 翻訳

　　　　　　　　　 米井力也氏 （大阪外国語大学）
・物 と文献

・
物 と絵画資料か らの ア プ ロ ー

チ

　　　　　　　　　 小 笠原小 枝氏 （日本女子大学〉
・英国 に お け る ラ イ フ ス タ イ ル 史研 究

一
資料 と方法

一

　　　　　　　　　 草光俊雄氏 （東京大学大学 院）
・法隆寺と正倉院の 染織幡に み ら れ る技法 と文様 の 変

　遷 　　　　　　 沢 田 む つ 代氏 （東京国 立 博物館）
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・瀬戸 内の物産　塩 ・イ モ と 木綿一そ の 歴 史的基 盤 の

研究一
　　藤井　昭氏 （広 島女学 院大学名誉教授 ）

・資料 として み たイ タリ ア 十六世紀 の 挿図 入 り活版本

　　　　　　　　　 末永　航氏 （広島女学院大学）
・児童文学 に おける再話研究の 可 能性一〈 フ ラ ン ダ ー

ス の 犬〉 を中心 に一
　　　佐藤宗子氏 （千葉大学）

・江戸 の 美意識
一小袖 の 美一

　　　　　　　　　　 長崎 　巌氏 （共立女 了
一
大学）

・服 飾文化研究 に お け る資料の 問題

　　　　　　　　　　 井上雅人氏 （京都精華大学）
・女性性の 近代史

　　　　 井 L章
一

氏 （国際 日本文化研 究 セ ン タ
ー

）
・
公 爵鍋 島家 の 服飾遺 品調 査

一
鹿鳴館 時代

一

　　　　　 石井 と め 子 氏 （大 妻女子大学名誉教授）
・明治以 降の 尾西地方の織物一絹綿交織か ら毛織へ の

展 開を中心 に一
　　　鈴木貴詞氏 （郷土史研究 家）

【服 飾 史研究 の た め の 事例報 告 （14 件 ）】
・近代庶民 の 衣生活 を探 る

　　　　　　　　 桜 井 理 恵氏 （
一

宮女子 短期大学）
・服飾調査 と文化史研究　　　　　　　 岡松　恵氏

・16 世紀西洋服飾史の た め に

　　　　　　　　 伊 藤 亜 紀氏 （お茶 の 水女子大学）
・友禅 の 美

一
造 形的試行

一
　森口邦彦氏 （染織作家）

・中国の 旗袍 の 発展 に つ い て一清代〜現代一

　　　　　　　　　 王 　暁華氏 （武庫川女子 大学）
・韓国 に お け る絣　　　曹　一に和氏 （梨花女子大学）

・琉球 に お け る絣　　　富士栄登美 子氏 （琉球大学）

・
和 服模様 におけ る西洋 モ ダ ン デ ザ イ ン の影響

　　　　　　　　 原 田純子氏 （神戸文化短期大学）
・日本 の 白 と黒　　　増田美子氏 （学習 院 女チ大学）
・ヨ ーロ ッ パ に お ける黒

　　　 　　 　　 　　 　 イ ン グリ ッ ド
・

ロ シ ェ ッ ク氏

　　　　　　　　　　　　 （独 フ ォ ル ッ ハ イ ム 大学）
・ア メ リ カ ン キ ル トに つ い て

　　　　　　　　　　 伊藤 紀之氏 （共立女子大学）
・図像解釈 の 変化 ：隣接分野が服飾史に期待す る もの

　　　　　　 大島幸治氏 （評論家 ・短 大講師など）
・
武 井武雄 の く着衣 の 動物〉

　　　　　　　 鈴木す ・
”
江氏 （青 山学院短期 大学）

・
歌舞伎衣 裳 と世相

　　　　　　　 森田登代 子氏 （桃山学 院大学 （非））

・文楽人形衣装 の 種類 と特色

　　　　　　　　 清水久美子氏 （同志社女子大学）

【研究成 果公 開研 究会一
国 際交流 を フ ァ ッ シ ョ ン か ら

考え る一
】

第 1 回 現代フ ァ ッ シ ョ ン を探る

・生 活者か ら探 る 一つ の ブ ラ ン ド論

　　　　　　　　　　 鍛 島靖子氏 （実 践女子 大学）
・ジ ー

ン ズ ・カ ジ ュ ァ ル ・フ ァ ッ シ ョ ン

　　　　　　　　　　 宇野保子氏 （中国短期大学）
・ス トリ

ー
トフ ァ ッ シ ョ ン

ー
ア ン チ モ ードの晨開一

　　　　　　　　 村田仁代氏 （大阪樟蔭女子大学）

第 2 回　 西欧化へ の 道筋

・女学生 ス タイ ル の 形成
一袴 を通 して

一

　　　　　　　　　 横 川公 子氏 （武庫川 女 子大学）
・男装の 和装化 に お ける洋装化一イ ン バ ネス とセ ル の

　導入 か ら　　　　　 先川 直子氏 （目白大学短大部）

・大 正 ・昭和
一ハ イ カ ラ か らモ ダ ン ヘ

ー

　　　　　　　 鈴木す ・“江氏 （青山学院短期大学）

第 3 回大航海時代 の 南蛮文化 と服飾
・陣羽織の赤を探 る　　斉藤昌子氏 （共立女予大学）
・信長，謙信の 脚衣か らみ え て くる もの

　　　　　　　　　　 河 島 恵 氏 （共立女子大学 ）

・ユ6世紀 西洋 の 実物 遺品 と南蛮服 飾 との 類似 点
一

近

　 年 の ドイ ツ 語圏 で の 研究 を手がか りに
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 黒川祐子氏

第 4 回占代か ら中世

・ア ジ ア の 中の 日本一葬礼 の 装 い か ら見た 日本人一

　　　　　　　　　 増 田美子氏 （学習院女子大学）
・モ

ー
ドと博物学

一
中世 ヨ

ー
ロ ッ パ の 異 国趣 味

一

　　　　　　　　 徳井淑 子氏 （お茶 の 水女子 大学）
・モ

ー
ドの ナ シ ョ ナ リ ズ ム

ー
ユ6 世紀イ タ リア 人 の 自

　負
一

　　　　　　　伊藤亜紀氏 （国際基督教大学）

　（3｝ 部会報 の 発 行

　年 2 回 （7 月と 12月〉の 部会報 を発行 し，平成 20

年末まで で ，通刊 32 号を発行 して い る．

　（4） 関連情報 の 収集 と出版事業

　 関連 学会誌掲載論文を毎年 2 回の 部会報に継続 して

掲載 し て い る，そ の 総集編 に 大学紀 要投稿論文 ・総説 ・

短報 ・その 他の 情報を加え て 各報文 の 要旨を 作成 し，

「服飾史 ・服飾 美学関連論 文要 旨集 1950〜1998』 （建

帛社 ，2001年） を発 刊．現在 さ らに ，20 周 年事業 と

して 「服飾史 ・服飾美 学関連論文 要旨集 1999〜2008』

（建 帛社，2009年予 定） を発刊 する べ く準備 を整え て

お り，さ ら に 「要旨集」 2 冊 を視野 に 入 れ た デ
ー

タ ベ
ー

ス を構 築 し て い く予定で あ り，こ の 件に つ い て 科学研

究費 を申請中 で あ る，
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（5） 共同研究

　日本学術振興会科学研究 費採択 課題 として 部会員 に

よる共同研究が企 画 され，平成 16〜18年度に は 2 件

の 研究課題が 取 り組 まれ た、

　Ll．t：の ほか，記念講演 や シ ン ポ ジ ウム などを実施 し

て きたが，余白の 関係 で省略す る．

食 品 組 織 部 会

部会長 峯 木 真 知 子

　1．食品 組織部会設立 とそ の 歩み

　本部 会は ，昭和 55 年 4 月 に 日本家政学会の 研究委

員会 と して 設 立 し，平成 14 年以後は 部会 と して 活動

して い る，こ の 母体 は，東北大学農学部 の 市川収先生，

次 い で 星野忠彦先生 に食品組織学研究の指導 を受 けた

松本 ヱ ミ子先生 を始め とする熱心 な方 々 に よ り，昭和

47年に発 足 して い る ．こ こ で は，平成 10年度か ら 20

年度 の 10年 間 の 歩み をまと め る ．

　委員長 は，昭和 55年度か ら平成 6 年度 まで 元共 立

女子大学松本 ヱ ミ子先生が担当 され，そ の後平成 7 ，

8 年度 は大妻女子大学下村道子先生 ，平成 9一工2年度

は 元広島大学 田村咲江先生，そ れ 以 降は 東京医療保健

大 学峯木真 知子が引 き継 い て い る ，平成 13年 ユ1月 日

本 家政学 会理事会 に 部会 へ の 申請 を行 い ，平成 14 年

1 月 12 日 に部会設置が承認され，現在 ま で活動 を続

けて い る。

　事務 局 は東京医療保健大学医療栄養学科 に お い て い

る （西念 幸江氏 ， 生方 恵梨子氏 〉．会 員数 は 全 国 に 渡

り約 60名 で ，大学 の 教員 の 方 々 が多か っ たが ，現在

で は 食品関連企業 の 研究者 も多 くな っ て い る．

　2．委員会 ・部会活動の 経過

　（1） 総　　会

　総会は 研究発表会 ・講演会開催期 日に合わ せ て ，事

業報告お よ び事業計画，会計決算報告お よ び収支予算

を決定 し，規約改正 ，役員改選 な ど を行 っ て い る．

　平成 15 年に お け る 総 会で は， H 立 サ イエ ン ス シ ス

テ ム ズ の和田 正夫氏 に対 し，感謝状を贈 っ て い る ．

　役員会は 日本家政学会本次大会 中 に行 っ て い た が

（平成 工2 年 ・14 年），日本家政学会役員をか ねて い る

方が 多い こ ともあ り，開催困難 の 実情 で ある ．

　（2） 研究発表会な ら び に講演会

　各年度の 開催 日，会場，題 目 ，演者を以下 に 記 す．

平成 10年 9 月 25 日　 関西 日 立科学機器セ ン ター

　講演 ．顕微鏡 を用 い た研 究 の 進 め方　　大隈正 子 氏

　研究発表

　  梅漬け組織 の 電顕観察 　 　 　 　小竹佐知 子氏
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　  清酒麹の 電顕観察

　  食品タ ン パ ク ゲ ル の 物性 と構造

平 成 11年 9 月 25 日　 東北大学農学部

　 講演 ：光 学顕微鏡標 本作 製 の 基本

　研究発表

  笹かま ぼ こ の組織 と染色性

　  か ぶ ら寿 しの 物性 と組織構造

　  畜肉加工 品 に おけ る分離大豆蛋 白

平 成 12年 9 月 22 日

吉井美華氏

太田尚子氏

鈴木　惇氏

佐藤靖子氏

守田律子氏

芦田祐子氏

関西 日立科学機器 セ ン タ
ー

講演 ．顕微鏡像 の 画像処理法

研究発 表

  イ カ筋肉の 組織構造

  茶葉 の 組織学的観察

　  卵 の 貯蔵 と加熱 に おけ る 微細構造

平成 13年 9 月 18 日　 日製産業関西支店

　講演 ：食品の組織 とテ ク ス チ ャ
ー

　研究発表

　  調 理操作 と構 造

　  米飯 の ほ ぐれ の 可視 化

　  魚肉 の 軟化機構 の 解明

  ス ポ ン ジケ
ー

キ ・パ ンの 気孔構造

平成 14 年 9 月 25 目

店

　研究発表

　  肉の お い しさ と組織構造

　  魚肉お よ び魚肉ゲ ル の組織構造

　  野菜 ・ゲ ル状食品 の 微細構造

平成 15年 9 月 24 日

店 カ ス タム セ ン タ
ー

　講演 ；組織学研究 の 勧 め

　研究発 表

馬場則男氏

　安藤真美氏

　庄司善 哉氏
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